
公益財団法人 日本数学検定協会

平成三十一年 問題一 

最優秀解答賞 

小松 さくらさん（立命館慶祥中学校１年生、12 歳、北海道） 
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公益財団法人 日本数学検定協会

講 評

大仏さまの表面積を求める際に、身長と体重から体表面積を求める公式を用いている点がとてもユニークで

す。さらに、ガラス拭きの職人のデータを使ったり、腕の動きを理想化したりするなど、いくつかの方法を検

討したうえで奉仕者の人数を算出しており、その発想の幅広さを高く評価しました。 
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  公益財団法人 日本数学検定協会 

平成三十一年 問題一 

優秀解答賞① 

伊藤 奈緒さん（静岡県西遠女子学園高等学校３年星組有志、17歳、静岡県） 
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公益財団法人 日本数学検定協会
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講 評 

大仏さまについて、いろいろな部位の寸法を細かく調べ、かつ形状をわかりやすく単純化しており、表面積

を求める過程に誠実さが感じられます。さらに、ゴンドラを支えること、遠くから指示をすることといった役

割を考慮して奉仕者の人数を割り出しており、その現実性の高さを評価しました。 
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  公益財団法人 日本数学検定協会 

平成三十一年 問題一 

優秀解答賞② 

水内 結菜さん（立命館慶祥中学校３年生、15 歳、北海道） 
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公益財団法人 日本数学検定協会

講 評

大仏さまの表面積を求めるためのモデルは、円柱の組合せというシンプルなものですが、むしろそれが仕事

量の重み付けという考察に生きています。拭う面が、地面に対して平行か垂直か、どれだけの高さにあるか、

といった観点で作業の速さを区別しており、その論理性の高さを評価しました。 
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